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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
を
続
け
ま
し
ょ
う

若い世代の感染者の特徴と対策
　若者は重症化しないから大丈夫と安心していませんか。若い人ほど後遺症に悩む人が多

いとも言われています。

　新型コロナウイルス感染症は、まだまだ分からないことが多く、油断は禁物です。

▼症状など

　30歳代以下の若者は、軽症や無症状の人が多いと言われ、そのため、知らないうちに

周囲の人に感染を広げてしまう可能性があります。

▼後遺症

　感染後に「脱毛」「けん怠感」「息苦しさ」「気分の落ち込み」「嗅覚・味覚障害」など、

全身のさまざまな症状が報告されています。

▼自分も周りの人も守るためには

　自らが感染者かもしれないという意識を持って、他人に感染させないように行動するこ

とが大切です。

　若い世代でも重症化したり、色々な後遺症に苦しんだりする人がいます。

　感染しない、予防が大切です。

感染予防対策
　マスクの着用や手洗いなど基本的な感染症予防を行うことで、今季の季節性インフルエ

ンザに罹患する人は激減しています。日頃から習慣づけ、取り組むことで効果が上がります。

　自らを守り、周囲に感染させないためにも次のことを徹底しましょう。

▼マスクの着用を心がけて

　マスクを外しての飲食などで感染が広がりやすくなります。

　３つの密（密閉・密集・密接）を避け、人と人との感染防止距離を取りましょう。

▼こまめな手洗いや消毒を

　外から帰った後、調理する前後、食事の前など、手洗いで感染を防ぎましょう。

▼定期的な換気が大切

　窓を２カ所以上開け、風通しをよくするなど、こまめに換気しましょう。

▼自分の体調に変化がないか確かめて

　毎日、体温を測るなど、日ごろから自分の身体の状態を知り、普段と違う症状がみられ

たら、外出を控えるなど注意しましょう。
▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課

　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
１
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（
鳥
取
県
）

新
型
コ
ロ
ナ
克
服

緊
急
応
援
金

　

鳥
取
県
で
は
、
県
内
に
事
業
所
を

設
置
し
営
業
を
継
続
し
て
い
る
事
業

者
で
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
者
を

対
象
と
し
た
応
援
金
を
創
設
し
、
３

月
末
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者
（
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件

を
満
た
す
者
）

◇「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
認
証
事
業
所
」

　

の
認
定
を
受
け
た
事
業
所

◇
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

　

防
対
策
協
賛
店
」
の
届
出
を
し
、

　

か
つ
業
種
ご
と
の
感
染
拡
大
予
防

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
感
染
対

　

策
を
徹
底
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
。

※
新
た
に
協
賛
店
の
届
出
を
行
う
場

　

合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
給
付
額　

一
律
10
万
円

　
　

（
複
数
店
舗
あ
る
場
合
も
同
様
）

▼
申
請
期
限

　

３
月
31
日
（
水
）
必
着

▼
申
請
方
法

　

郵
送
ま
た
は
電
子
申
請

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
く
ら
し
の
安
心
推
進
課

　

☎
０
８
５
７
‐
２
６
‐
７
１
５
９

（
市
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

の
事
業
者
向
け
支
援

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
、
深
刻
な
影
響
を
受
け
た
事
業

者
を
対
象
と
し
た
、
市
独
自
の
支
援

策
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。
た
だ

し
、
い
ず
れ
も
市
税
に
滞
納
が
な
い

こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

①
緊
急
支
援
給
付
金

　

令
和
２
年
12
月
か
ら
令
和
３
年
２

月
ま
で
の
い
ず
れ
か
ひ
と
月
の
売
上

が
30
％
以
上
減
少
し
た
市
内
事
業
者

を
対
象
に
、
今
後
の
事
業
継
続
の
た

め
に
幅
広
く
活
用
い
た
だ
け
る
給
付

金
で
す
。

▼
対
象
者

◇
市
内
に
本
社
ま
た
は
本
店
と
な
る

　

事
業
所
を
有
す
る
法
人
お
よ
び
個

　

人
事
業
主

◇
法
人
市
民
税
の
確
定
申
告
（
個
人

　

の
場
合
は
直
近
の
所
得
の
申
告
）

　

を
し
て
い
る
こ
と

▼
給
付
額

　

一
律
10
万
円
（
複
数
店
舗
あ
る
場

合
も
同
様
）

②
経
営
持
続
化
応
援
給
付
金

　

国
の
持
続
化
給
付
金
の
対
象
と
な

ら
な
い
市
内
中
小
企
業
等
を
対
象
と

し
た
、
市
独
自
の
給
付
金
で
す
。

▼
対
象
者　

ひ
と
月
の
売
上
が
前
年

同
月
比
15
％
以
上
50
％
未
満
減
少
し

て
い
る
事
業
者
。

▼
給
付
額

◇
法
人　

20
万
円

◇
個
人　

10
万
円

③
家
賃
支
援
給
付
金
の
上
乗
せ
給
付

　

国
が
実
施
し
た
家
賃
支
援
給
付
金

の
決
定
者
を
対
象
に
、
市
が
追
加
で

支
援
す
る
給
付
金
で
す
。

▼
対
象
者　

中
小
企
業
、
小
規
模
事

業
者
、
個
人
事
業
者
等

▼
給
付
額
（
国
・
市
を
合
わ
せ
た
上
限
）

◇
法
人　

上
限
９
０
０
万
円

（
国
６
０
０
万
円
、
市
３
０
０
万
円
）

◇
個
人　

上
限
４
５
０
万
円

（
国
３
０
０
万
円
、
市
１
５
０
万
円
）

▼
対
象
要
件

◇
令
和
２
年
５
月
か
ら
12
月
ま
で
の

　

間
で
売
上
高
が
１
カ
月
で
前
年
同

　

月
比
50
％
以
上
の
減
少

　

ま
た
は
連
続
す
る
３
カ
月
の
合
計

　

で
前
年
同
期
比
30
％
以
上
の
減
少

　

と
な
る
者

◇
自
ら
の
事
業
の
た
め
に
占
有
す
る

　

土
地
・
建
物
の
賃
料
を
支
払
っ
て

　

い
る
こ
と

◇
国
の
家
賃
支
援
給
付
金
受
給
決
定
者

④
非
対
面
型
販
売
促
進
事
業

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
商
談
や

販
売
、
商
談
先
に
提
供
す
る
商
品
サ

ン
プ
ル
や
試
供
品
の
製
造
な
ど
、
対

面
に
よ
ら
な
い
商
談
や
販
売
促
進
を

支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
者

県
産
農
林
水
産
物
の
食
品
加
工
業
者

▼
給
付
額
（
県
・
市
を
合
わ
せ
た
上
限
）

　

上
限
75
万
円
（
県
50
万
円
、市
25
万
円
）

①
②
③
④
の
支
援
共
通

▼
申
請
期
限

　

３
月
15
日
（
月
）

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
６

ふるさと応援　地域振興券（第２弾）
～３月中旬より郵送します～

▼
商
品
券
・
食
事
券
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
地
元

経
済
や
市
民
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、
市
内
登
録
店
舗
で
使
え
る
「
商

品
券
」
を
市
民
全
員
に
、
子
育
て
世

帯
に
は
さ
ら
に
「
食
事
券
」
を
そ
れ

ぞ
れ
世
帯
主
宛
に
３
月
中
旬
よ
り
簡

易
書
留
で
送
付
し
ま
す
。

▼
対
象
者

◇
商
品
券

　

全
市
民
に
１
人
１
冊

※
２
月
19
日
現
在
、
市
内
に
住
民
票

　

が
あ
る
人

◇
食
事
券

　

お
子
さ
ん
に
１
人
１
冊

※
平
成
14
年
４
月
２
日
〜
令
和
３
年

　

２
月
19
日
生
の
お
子
さ
ん
が
い
る

　

世
帯
（
今
年
度
高
校
３
年
生
に
相

　

当
す
る
年
齢
ま
で
の
子
）

▼
金　

額　

１
冊
５
千
円

　
　
　
　
　

（
５
０
０
円
券
×
10
枚
）

※
食
事
券
に
該
当
す
る
人
は
商
品
券

　

と
あ
わ
せ
て
２
冊

▼
有
効
期
限

12
月
31
日
（
金
）
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

商
工
振
興
係

　

☎
47
‐
１
０
５
６
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　新型コロナウイルスなどの感染症に感染した人やその疑いのある人などがご家庭にいらっしゃる場合、

唾液や鼻水等が付着したマスクやティッシュ等のごみを捨てる際には、以下の『ごみの捨て方』に従っ

て、「ごみに直接触れない」「ごみ袋は空気を抜き、しっかり縛って封をする」「ごみを捨てた後は手を洗う」

ことを心がけてください。

　また、これらのごみは、３日間以上ご自宅内にて取り置きし、その後、可燃ごみ集積所に出してくださ

い（ウイルス感染力の弱体化に７２時間が目安とされているため）。

新型コロナウイルス感染症対策としての
ごみの捨て方

　ごみの集積所への持ち出し時間の厳守について

　ごみは、決められた収集日の当日、朝８時までに集積所へ出してください。

　その日の収集後に出されたごみは、次回の収集時まで回収されませんので、近隣の住環境保全のためにも、ご

みの持ち出し時間の厳守にご協力ください。

　荒天や工事等の道路事情による収集ルート変更の際には収集時刻が前後する場合があります。日ごろから「収

集日当日の朝８時まで」に出すようにしてください。

　粗大ごみの処理について

　粗大ごみは定期収集の対象ではありませんので、集積所に出してはいけないごみです。

　ごみの種別ごとに、次の施設に搬入してください。

◇可燃性粗大ごみ（衣類、布団類、シーツ類、ウレタンマットレス、敷物、クッション、電気毛布、電気カーペット）　➡　清掃センター

　・電気毛布、電気カーペットは、コントロール部分の切り取りが必要です。

　・衣類・布類は、中身が見える程度の透明な袋に入れて搬入してください。

◇可燃性粗大ごみ（木製の家具類）　➡　リサイクルセンター

◇不燃性粗大ごみ（金属製・プラスチック製の１ｍ長を超える物、スプリングマットレス）　➡　リサイクルセンター

※可燃性粗大ごみは、６０センチメートル以下に切断・解体した物であれば、指定ごみ袋に入れて可燃ごみ集積

　所に出せます（電気毛布、電気カーペットは除く）。

※不燃性粗大ごみは、１メートル以下に切断・解体した物であれば、不燃ごみ集積所に出せます。

※自転車は、例外措置とし定期収集対象物として取り扱いますので、そのまま不燃ごみ集積所に出せます。

▼問い合わせ先　清掃センター　☎４２－３８０３
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　４月以降にお手元に届く納付書から順次、これまで利用されていた金融機関などに加え、全国の主な

コンビニエンスストアやスマートフォンのアプリを利用して市税等を支払うことができるようになりま

す。ぜひご利用ください。

▼納付書が変わります

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※金融機関などで支払う場合は、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期限を過ぎても使用可能です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※納付書の内容については、納付

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書に記載のある各担当課へお問

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い合わせください。

▼対象市税および各種料金

◇税　金　　市県民税（普通徴収）、固定資産税、軽自動車税（種別割）、国民健康保険税

◇料　金　　後期高齢者医療保険料、介護保険料、学校給食費、市営住宅使用料、

　　　　　　市営住宅駐車場使用料、保育料、副食費、下水道使用料、下水道受益者負担金

▼コンビニ納付方法

　バーコードの印字がある納付書をコンビニのレジにお出しください。

なお、コンビニでの納付は現金のみとなります。

▼スマホ決済納付方法

　アプリを起動しバーコードを読み取ることで、登録した銀行口座やチャージ残高から納付することが

できます。

　※スマホ決済アプリの使用方法については、各サービス提供事業者へお問い合わせください。

▼利用できるスマホ決済アプリ

　PayB、LINE Pay、PayPay、楽天銀行、銀行Pay（ゆうちょPayなど）、au Pay

▼コンビニおよびスマホアプリで取り扱いできない納付書

◇コンビニ収納用バーコードが印字されていない納付書

◇汚損等によりバーコードが読み取れない納付書

◇コンビニ使用期限を過ぎた納付書

◇1枚当たりの納付額が30万円を超える納付書（バーコードが印字されません）

　※au PAY（請求書支払い）の支払い上限額は25万円まで

　※LINE Pay（請求書支払い）の支払い上限額は、下水道使用料・下水道受益者負担金に限っては、

　　49,999円まで

◇金額を訂正した納付書

◇ミシン目を切り離した納付書

　※各納期の納付書は綴られていません。コンビニで納付される場合は、納期の取り違いがないようお

　　確かめのうえ、納付される納付書だけを使用してください。（ホッチキス等でとめるとコンビニで

　　納付ができなくなります。）

▼問い合わせ先　収税課　☎４７－１１１３

　４月から
コンビニやスマホで納付が可能になります

コンビニ納付・スマホ決済がはじまります

y
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～市民活動推進補助金を募集します～

　４・５月に実施する事業を対象に募集を受け付けます。

▼対象団体　　　団体の運営に関する規約等があり、市内で活動する市民活動団体および企業

▼対象事業　　　市民活動団体および企業が実施し、市民活動（企業が行う営利を目的としない社会貢
　　　　　　　　献活動も含む）を促進するために適当と認める事業で、４月から５月の間に開始するも
　　　　　　　　の

▼補助限度額　　◇新規設立事業　１０万円 （補助対象経費の１０分の１０）
　　　　　　　　◇緑化事業　　　　６万円 （補助対象経費の５分の４以内）
　　　　　　　　◇一般事業　　　３０万円 （補助対象経費の３分の２以内）
　　　　　　　　※２年目以降は補助率等の変更があります。

▼申し込み方法　申請書等の必要書類を提出してください。
　　　　　　　　※申請書等は市ホームページまたは地域振興課窓口にて配布します。

▼申込期限　　　３月１５日（月）
　　　　　　　　※昨年度から募集要項に変更があります。事前にご連絡ください。
　　　　　　　　※２回目の募集を４月に行います。募集内容については、市報４月号に掲載します。

▼審査方法等　　３月下旬に開催予定の審査会において、申請団体によるプレゼンテーションを行って
　　　　　　　　いただきます。また、補助金の交付については、令和３年度予算の成立が前提となり
　　　　　　　　ます。

▼問い合わせ先　地域振興課企画係　☎４７－１０２４

▼対象団体　　　県内に事務所または活動拠点を有する団体、ＮＰＯ等

▼対象事業　　　地域をより良くするために活動する住民団体、ＮＰＯなどが、
　　　　　　　　地域活性化を図るために行う主体的な取り組み

▼補助限度額等　補助金限度額・募集内容等の詳細については、鳥取県県民参
　　　　　　　　画協働課までお問い合わせください。

▼問い合わせ先　◇鳥取県県民参画協働課　☎０８５７－２６－７２４８
　　　　　　　　　（ホームページアドレス　https://www.pref.tottori.lg.jp/sankaku-kyoudo/）
　　　　　　　　◇鳥取県西部総合事務所西部振興課　☎３１－９６０６

　公益財団法人とっとり県民活動活性化センターでは、ボランティア活動、地域づくり活動、NPO活動
の総合的な支援を行っています。

▼とっとりSDGs推進補助金（予定）　…　研修等支援型、広報活動支援型、若者団体活動支援型等
※その他、地域づくり活動等に関する人材育成やネットワーク促進のための事業を実施。
　団体の設立から運営上のお悩み（事務・資金・広報等）等、窓口対応や出張訪問でご相談に応じています。

▼問い合わせ先　とっとり県民活動活性化センター（西部窓口：西部とっとり創生支援センター）
　　　　　　　　☎３１－９６９４
　　　　　　　　（ホームページアドレス　http://tottori-katsu.net/）

～令和新時代創造県民運動推進補助金（鳥取県）のご紹介～

【問い合わせ先】
　地域振興課企画係　☎４７－１０２４

　今回ご紹介したもの以外にも地域づくりに取り組んでいる団体等の活動を支援するため、県などに
よるさまざまな助成メニューがあります。
　詳細は地域振興課企画係までご相談ください。

～とっとり県民活動活性化センターのご紹介～

市報さかいみなと　6



犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
等
に
つ
い
て

【犬を飼い始めたら「登録」をしましょう】
　狂犬病予防法により、生後９０日を経過した犬は登録（生涯１回）が必要です。また、他市町村
から転入した時や、飼い主を変更した時にも届け出が必要です。

【犬の登録と注射済票の交付について】
　犬の登録・注射済票交付は、環境衛生課、①集合注射の会場および②県西部地区の動物病院（１４
医院）ですることができます。

【狂犬病予防注射を年１回受けさせましょう】
　飼い犬には狂犬病予防注射を毎年１回受けさせなければなりません。下表日程で実施する①集合
注射もしくは、②県西部地区の動物病院で予防注射を受けてください。
※例年、集合注射時における咬傷事故が発生しています。トラブルの予防および犬の健康状態
　を確認するためにも、動物病院で受けられることをお勧めします。

▼持参するもの（①集合注射、②動物病院いずれの場合でも）

◇通知ハガキ（３月中旬頃に発送します）
◇犬の登録手帳
◇料金３，１００円
　（注射費用２，５５０円、済票交付手数料５５０円）
◇その他　新規登録が必要な場合…別途３，０００円
　　　　　犬シール（県条例による標識）…別途８０円

（注）通知ハガキ表面に「狂犬

病予防注射における問診票」が

記載されています。事前に問診

票への記入をお願いします。

と　き ところ

４月７日（水）

09：35～ 09：50 三軒屋町会館

10：10～ 10：40 渡公民館

11：00～ 11：30 外江公民館

13：30～ 14：00 余子公民館

14：20～ 14：50 中浜公民館

15：10～ 15：30 誠道公民館

４月１１日（日） 09：30～ 11：30 境港市役所

▼①集合注射

【飼い主の皆さんへのお願い】
◇犬の放し飼いは禁止されています。

◇散歩中のフンは必ず持ち帰りましょう。

◇正しいしつけをして、飼い主のマナーを守りましょう。

◇迷い犬が保護された際に、飼い主を探す大事な手掛か

　りとなりますので、鑑
かん

札
さつ

、注射済票を常時着用させ、

　所有者明示をしましょう。

◇最後まで愛情と責任を持って大切に飼いましょう。

※野良犬や犬の飼い方等に関する苦情・ご相談は、西部総合事務所生活環境局生活安全課（☎３１－９３２０）へお願いします。

【犬が死亡したら必ず届け出ましょう】
　飼い犬が死亡した際には、登録台帳からの抹

消を行いますので、環境衛生課まで、必ず届け

出てください。

▼届け出・問い合わせ先
　環境衛生課環境対策係
　　（清掃センター内）
　　　☎４７－１０６０

▼②県西部地区の動物病院
　予防注射が受けられる動物病院のうち、市
内にあるものは、右表のとおりです。
　市外の動物病院については、市ホームペー
ジをご確認ください。

病院名 住　所 連絡先

やじまアニマル
クリニック

外江町２３４８－１ ☎４７ー１５５０

たかもり動物病院 上道町３７０６－２ ☎４４－８１７１

よしの犬猫病院 元町２３ 丸美ビル１Ｆ ☎２１－７５４１

※開院時間などは各動物病院にお問い合わせください。

7　令和３年３月



～まちの話題～

■子ども向けケーブルテレビ番組『ウンパくんと自然環境を学ぼう』を放送しています
　圏域の次代を担う子どもたちに、圏域の豊かな自然環境や
その保全について知ってもらうため、関連施設や各市の取り
組みなどを紹介する番組『ウンパくんと自然環境を学ぼう』
を圏域のケーブルテレビ局で放送しています。どうぞご家族
でご覧ください。
　詳しい放送時間は、各ケーブルテレビ局の番組表でご確認
ください。

■『ビジネスマッチングオンライン商談会2020』を開催しました
　昨年１２月３日（木）と4日（金）、圏域のものづくり関
連企業等を対象にした山陰最大級のビジネスマッチング商談
会を、新型コロナウイルス感染拡大により、初めてオンライ
ンで開催しました。
　圏域内外から幅広い業種の企業１６３社が参加し、企業間
の取引拡大・連携強化が図られました。

■人材育成セミナー『山陰まんなか未来創造塾』を開催しました
　昨年１２月９日（水）と１７日（木）、圏域の未来を担う人材育成セミナーを開催しました。圏域の企業・
団体・自治体の職員が受講し、著名な経営者や専門家の講演を聴きました。
※１日目講師：宗次德二氏（カレーハウスCoCo壱番屋　創業者）
　　　　　　　演題「宗次流　独断と偏見の経営哲学」
※２日目講師：長谷川幸洋氏（ジャーナリスト）
　　　　　　　演題「コロナ後の世界と日本を展望する」

ウ ン パ く ん 通 信
（中海・宍道湖・大山圏域市長会からのお知らせ）

■中海・宍道湖・大山圏域市長会
　　　　　　　　ホームページアドレス
　　https://www.nakaumi.jp/

■問い合わせ先
　地域振興課企画係　☎４７－１０２４

市報さかいみなと　8



～まちの話題～～まちの話題～

希望の道を、つなごう。
　聖火リレーのトーチを展示
　オリンピックの開催へ向けて、１月９日（土）～１４日

（木）に聖火リレーのトーチが水木しげる記念館・市庁舎

で展示されました。

　トーチは桜をモチーフとし、各国のクリエイターが生み

出したデザインで作られています。また、悪天候でも炎が

消えないよう、日本の最先端の技術が用いられています。

　聖火リレーは３月２５日（木）に福島県をスタートし、

市内では５月２１日（金）に水木しげる記念館前から市役

所前までのルートで行われる予定です。

収穫を喜び、食物に感謝
　余子公民館「子ども農業塾」が知事表彰を受賞
　県内で地域の特性を生かし食育活動に意欲的に取り組ま

れている活動として、余子公民館「子ども農業塾」が知事

表彰を受賞しました。

　今年で６年目を迎えるこの活動は、農業体験を通して参

加者同士で収穫の喜びを分かち合い、食物に対する感謝の

気持ちを養うことを目的としています。

　地域の各種団体や小中高生との異世代間交流が図られて

いること、中海で採れるモンバを堆肥に使う地の利を生か

した環境保全の取り組みであることが評価されました。

魚と妖怪のまちでコラボ
　「ゲゲゲの鬼太郎」のラベル缶完成
　境港総合技術高校の食品・ビジネス科の生徒がキャラク

タービジネスを学ぶために株式会社きさらぎと共同で取り

組んでいた、実習製品の缶詰に「ゲゲゲの鬼太郎」などを

あしらったコラボ商品が完成し、１月２０日（水）に代表

者が市長に披露しました。

　サバ缶、マグロ缶、いちごジャムに、妖怪の特徴を生

かしたデザインのラベル６種類が用意され、１月３０日

（土）には境夢みなとターミナルで販売されました。

 将来は母国で日本語教師に
　新規ＡＬＴが市長表敬
　本市で新たに外国語指導助手（ＡＬＴ）を務めるオース

トラリア出身のビクトーリア・コビさんが来日され、市長

を表敬訪問しました。

　昨年１１月に規制が緩和されたことを受けて入国。１２

月１４日（月）から渡小、外江小で勤務しています。

　将来は母国オーストラリアで日本語教師になるのが夢だ

と話すコビさん。「境港市民の一員として地域に貢献し、

子どもたちのために英語を学ぶ楽しさを伝えたい」と語り

ました。
©水木プロ
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　１月２０日（水）、水木しげるロード周辺地域で防犯活

動等を推進している「水木しげるロードの安心・安全を守

る会（守る会）」内に、暴力団お断り連盟（暴断連）が発

足しました。

　守る会暴断連とは、公益財団法人鳥取県暴力追放セン

ター、鳥取県警察、鳥取県弁護士会民事介入暴力対策委員

会、境港市支援のもと、加盟者が一丸となって、みかじめ

料等の不当要求の拒否、暴力団関係者等の介入拒否など暴

力団関係者と一切の関係遮断を行うために結成された暴力

団排除組織で、暴力団排除活動に賛同する「守る会」の会

員の皆さんが加盟しています。

　加盟者は暴断連のステッカーを店頭等に貼付しています

が、ステッカーのデザインには「暴力団との関係を遮断す

る！」という意味を込めて、境港市出身の水木しげる先生

の作品「ゲゲゲの鬼太郎」にも登場する妖怪「ぬりかべ」

を使用しています。

　暴力団のない安心・安全な街

づくりのためには、地域ぐるみ

での暴力団排除活動が必要です

ので、ご協力をよろしくお願い

いたします。

情報あらかると

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
境港警察署　☎44－0110

水木しげるロードの安心・安全を守る会 
『暴力団お断り連盟』の発足について

　

弓
浜
半
島
周
辺
の
歴
史
、
そ
の
魅
力

と
ロ
マ
ン
満
載
の
作
品
「
弓
浜
物
語
」。

元
市
民
図
書
館
長
の
畠
中
弘
氏
の
著
作

で
す
。
今
回
は
第
一
章
よ
り
境
港
関
連

の
も
の
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

◇
前さ

き
は
ら原

　

出
雲
国
風
土
記
に
前
原
と
呼
ば
れ
る

風
土
記
時
代
、
男
女
が
集
ま
っ
て
楽
し

く
過
ご
し
た
と
さ
れ
る
場
所
が
あ
っ
た
。

諸
本
で
は
松
江
市
朝
酌
町
大
海
崎
と
擬

さ
れ
て
い
る
が
、
遺
跡
分
布
状
況
や
地

理
上
か
ら
も
国
の
指
定
史
跡
サ
ル
ガ
鼻

（
外
江
対
岸
）
が
そ
の
地
と
考
え
た
い
。

◇
伯
耆
の
国
名
由
来

　

「
伯
耆
民
諺
記
」
に
よ
る
と
、
ヤ
マ

タ
ノ
オ
ロ
チ
に
飲
ま
れ
か
け
た
稲
田
姫

は
山
中
に
入
り
、
あ
と
を
追
っ
て
母
が

来
た
の
で
「
母
来
ま
せ
」
と
喜
ん
だ
。

こ
の
故
事
に
よ
り
「
は
は
き
」
の
国
名

が
起
こ
っ
た
。
さ
ら
に
い
つ
の
こ
ろ
か

白
い
亀
が
海
か
ら
上
が
り
喜
ん
だ
国
司

が
白
亀
に
ち
な
ん
で
「
伯
耆
」
に
改
名

し
た
と
い
う
。

◇
孝
霊
天
皇
と
余
子
神
社

　

幕
末
文
久
二
年
、
会
見
郡
境
村
の
正

神
主
森
大
和
守
の
「
書
き
上
げ
」
に
よ

る
と
元
境
村
に
あ
っ
た
境
・
上
道
・
中

野
・
福
定
・
竹
内
五
か
村
の
氏
神
余
子

大
明
神
に
は
、
稲
田
姫
、
ア
シ
ナ
ヅ
チ
、

テ
ナ
ヅ
チ
の
三
神
と
共
に
、
相
殿
に
は

孝
霊
天
皇
が
お
祀
り
さ
れ
て
い
た
。

◇
源
氏
と
夜
見
島
宿
祢

　

大
正
橋
の
近
く
に
「
誓
松
」
と
い
う

字
名
が
あ
っ
た
。
伝
え
に
よ
る
と
か
つ

て
こ
こ
に
は
古
松
が
そ
び
え
て
い
た
。

遠
い
昔
、
康
和
三
年
（
１
１
０
３
年
）、

こ
の
松
の
下
で
源
義
親
と
余
子
神
社
の

神
職
森
家
の
ご
先
祖
、
夜
見
島
宿
祢
の

娘
が
起
誓
し
て
結
婚
式
を
挙
げ
た
と
い

う
。
こ
れ
は
多
分
に
平
安
後
期
の
弓
浜

地
方
が
源
氏
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
こ
と

を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

※
江
戸
時
代
、
森
家
は
新
田
開
拓
地
の

　

村
名
に
「
夜
見
」
の
名
を
選
ん
だ
。

◇
弁
慶
伝
説

　

源
義
経
に
仕
え
た
弁
慶
。
そ
の
伝
説

は
中
海
周
辺
に
は
多
数
あ
る
。
松
江
市

長
海
町
杵
田
神
社
に
弁
慶
の
書
き
残
し

た
願
状
が
伝
え
ら
れ
る
。
紀
伊
国
田
辺

郡
誕
象
の
娘
弁
吉
が
出
雲
の
縁
結
び
の

神
へ
願
を
か
け
に
や
っ
て
き
た
。
夢
の

お
告
げ
に
よ
り
長
海
村
へ
行
き
天
狗
と

契
っ
て
生
ま
れ
た
の
が
弁
慶
で
あ
っ
た
。

仁
平
元
年
（
１
１
５
１
年
）
３
月
３
日

に
生
ま
れ
た
と
い
う
。
腕
白
過
ぎ
た
弁

慶
は
沖
の
小
島
に
流
さ
れ
た
が
、
自
力

で
石
を
運
び
海
中
に
道
を
作
り
戻
っ
て

来
た
。
今
も
あ
る
弁
慶
島
で
あ
る
。
長

海
に
は
母
弁
吉
の
墓
や
弁
慶
産
湯
の
泉

が
あ
る
。
安
産
を
祈
っ
て
弓
浜
地
方
か

ら
お
参
り
す
る
人
も
多
い
。

　
　
　
　
　

編
集
【
市
史
編
さ
ん
室
】

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（
4444
））　

「
弓
浜
物
語
」
に
つ
い
て
（
そ
の
１
）

「
弓
浜
物
語
」
に
つ
い
て
（
そ
の
１
）

　こんにちは。地域おこし協力隊の矢本成年です。

　昨年は、新たな試みとして畑の一部にマルチを導入し

たのですが、除草の負担が軽減する以外にも、綿の木の

生育にも良い影響が見られました。枝抜きの際に根の様

子も確認しましたが、明らかにマルチ栽培の根はマルチ

無しのものより太く数もぎっしり生えていました。（写

真を参照）

　また収穫量を見ても、マルチ無しと比べて約３割増し

の結果となっており、マルチ導入に一定の効果が確認で

きました。

　ただ一方で、まだ１年目でデータ量が少ないこと、マ

ルチ有りよりも良い結果を残したマルチ無しの畝が少な

からずあったこと、マルチ導入に伴う費用や手間の発生

もあること等から、もう少し色々な面から分析や検証が

必要と言えそうです。

地域おこし協力隊員だより
農政課　農業振興係　☎47－ 1049

地域地域

伯州綿

マルチ有り　　　マルチ無し
©水木プロ
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情報あらかると

消費生活相談室　☎47－ 1106 FAX 44－ 7957

225消費生活相談室です消費生活相談室です
地域振興課　人権政策室　☎47－ 1102

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化 211

　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、さまざま

な自粛や制約の長期化が続き、これから先のことにつ

いて不透明さを感じる日々が続いています。全国各地

で、病気の感染だけでなく、ウイルスへの不安感や恐

怖心から、感染者やその家族、関係者へのプライバシ

ーの侵害、無責任な風評被害などが起きています。

　新型コロナウイルス感染症に関する人権への配慮と

して、次の３つがあげられます。

①新型コロナウイルス感染症は、誰もが感染する可能

　性があります。当事者の立場を自分に置き換えて行

　動しましょう。

②公的機関の正確な情報をもとに冷静な行動をとると

　ともに、自分の言動に責任を持ちましょう。

③本市に住む人、働く人、訪れた人、すべての人が笑

　顔でいられるようお互いを思いやる気持ちを持って

　生活しましょう。

　新型コロナウイルス感染症に負けないために、私た

ちにできる大切なことです。みんなの力で、「笑顔 あ

ふれる まち」をつくっていきましょう。

　新型コロナウイルスの影響で、外出自粛を余儀なく

され、知らず知らずのうちにストレスを溜めている人

も多いのではないでしょうか。ストレスを溜め込みす

ぎると、夜眠れない、好きだったことも楽しめない、

頭痛がするなど、こころや身体に不調を感じます。そ

んな症状がでたら専門機関に相談してください。

　症状が出る前にストレスを溜めていることを自覚す

ることが大切です。

　市では携帯電話やスマートフォン、パソコンを利用

して気軽にストレスや落ち込み度をチェックすること

ができるシステム「こころの体温計」を導入していま

す。おうち時間でも気軽にできるこころの健康チェッ

クです。

　自分のこころの状態に関心を持ち、「つらいな」と

感じたら「こころの体温計」でこころの状態をチェッ

クしてみましょう。そして、悩みごとは一人で抱え込

まず誰かに相談するようにしましょう。

◇こころの体温計

　携帯電話やスマートフォンから

◇パソコンからは

　https://fi shbowlindex.jp/sakaiminat/

▼問い合わせ先

　健康推進課　☎４７－１０４３

保健師の
　　  ちょっと一言

「こころの体温計」でストレスチェックを

「笑顔 あふれる まち」に
～新型コロナウイルス感染症に負けない！

　　　　　　　　　　　　私たちにできること～
【事例】

　ネットで、「誰でも簡単にもうかる」という広告を見

つけ、「短時間・短期間で高額収入を得られた」という

人物の配信動画を見て魅力を感じた。その人物が資産運

用ツールを販売するというのでクレジットカードを使っ

て決済したが、メールで送られてきた情報商材は読んで

も理解できない内容で価値のないものだった。

【アドバイス】

◇副業や投資などで高額収入を得るためのノウハウと称

　してインターネット等で販売されている情報のことを

　「情報商材」と言います。

◇情報商材は契約前に内容を確認することができませ

　ん。実際の情報が思っていたものとは異なっていたと

　いうトラブルが多く寄せられています。安易に信用し

　て連絡しないでください。

◇簡単な作業だけで高収入が得られるといううまい話は

　ありません。契約時の説明と違い、サポートがない、

　問い合わせても対応してもらえないなどのケースや、

　説明されていない条件を理由に返金保証に応じてくれ

　ないケースなどがみられ、なかには事業者と連絡が取

　れなくなることもあります。

◇「すぐに元が取れる」と言われてもクレジットカード

　での高額決済や借金をしてまで契約してはいけませ

　ん。

◇体験談や業者の説明をうのみにせず、第三者の意見を

　聞くなどして冷静に判断するようにしましょう。

▼相談受付時間

　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

「簡単にもうかる話」はありません

11　令和３年３月
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
掲

　

載
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
等

　

が
急
遽
中
止
や
延
期
と
な
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

　

わ
せ
先
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

日
曜
交
付
窓
口
の
開
設

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請

し
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
受
け
取
り

に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）」
が
届
い

た
人
は
、
申
請
者
本
人
の
来
庁
に
よ

り
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、
混

み
合
う
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

３
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
課
窓
口

▼
必
要
書
類

◇
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証

　

明
書
発
行
通
知
書
兼
照
会
書

◇
通
知
カ
ー
ド

◇
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）

※
電
子
証
明
書
の
更
新
や
暗
証
番
号

　

の
再
設
定
も
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

市
民
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
３

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

申
し
込
み
受
付
窓
口

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
人
を
対
象
に
、
最
大
５
千
円
分
の

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
「
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
事
業
」
を
、
国
が
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
し

込
み
受
付
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

で
、
申
し
込
み
を
希
望
す
る
人
や
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
関
心
が
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
、
市
民
課
で
の
手
続
き
が

　

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
、
総
務
課
ま
で
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

◇
平
日
（
市
役
所
開
庁
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
３
月
14
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ　

◇
平
日　

総
務
課
窓
口

◇
３
月
14
日
（
日
）　

市
民
課
窓
口

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

行
政
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
０
７

３
月
市
議
会
を
開
催

▼
議
会
日
程

▼
本
会
議
の
放
送

　

中
海
テ
レ
ビ
放
送
で
放
映
し
て
い

ま
す
。
各
公
民
館
で
も
、
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

◇
生
放
送

　

午
前
10
時
か
ら
議
会
終
了
ま
で

◇
録
画
放
送

　

当
日
の
午
後
７
時
か
ら
深
夜
２
時

ま
で
の
間
、繰
り
返
し
放
送
し
ま
す
。

※
放
送
時
間
は
、
変
更
に
な
る
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル

　

３
３
５
チ
ャ
ン
ネ
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局　

議
事
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
８

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

【
入
浴
の
お
知
ら
せ
】

▼
男
湯　

火
・
水
・
金
・
土
・
日

▼
女
湯　

月
・
木

※
西
側
浴
場
の
み
の
営
業
の
た
め
、

　

曜
日
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
】

　

女
性
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
2
・
3
月
曜
日

◇
大　

人　

５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

【
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

65
歳
以
上
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
2
・
3
水
曜
日

◇
65
歳
以
上
５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
70
歳
以
上
３
１
０
円
↓
３
０
０
円

【
そ
の
他
の
各
種
割
引
】

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
女
性
入
館
者
は
割
引

◇
大　

人　

５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

※
時
間
帯
割
引
は
、
今
月
末
ま
で
の

　

適
用
と
な
り
ま
す

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引

　

誕
生
日
の
人
は
入
浴
料
が
無
料

（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
毎
週
月
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
４
０
６
０

有　

料　

広　

告

2月 24日（水） 本会議　◇市長施政方針
　　　　◇議案上程　ほか

2月 26日（金）
～3月9日（火）

常任委員会
※2月 27、28日、3月 6～
　８日は休会

3月 15日（月）
～17日（水）

本会議　◇一般質問

18日（木） 常任委員会

　19日（金） 特別委員会

23日（火） 本会議　◇各委員長報告　ほか
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風
し
ん
の
抗
体
検
査
・

予
防
接
種
が
無
料

　

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
の

機
会
が
な
か
っ
た
た
め
、
風
し
ん
抗

体
保
有
率
が
低
い
と
さ
れ
る
男
性
を

対
象
に
、
昨
年
度
か
ら
３
年
間
、
風

し
ん
の
抗
体
検
査
と
予
防
接
種
を
無

料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

　

昭
和
37
年
４
年
２
日
〜
昭
和
54
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

※
対
象
者
に
は
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

　

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
印
字
し
て

　

い
る
有
効
期
限
に
関
わ
ら
ず
、
来

　

年
３
月
31
日
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

※
手
元
に
な
い
場
合
は
、
券
を
再
発

　

行
し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

▼
受
け
方

①
抗
体
検
査

　

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
い
、
医
療

機
関
等
で
抗
体
検
査
を
し
ま
す
。

②
予
防
接
種

　

抗
体
が
な
い
場
合
、
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
を
使
い
予
防
接
種
を
受
け
ま
す
。

※
抗
体
検
査
の
結
果
、
十
分
な
免
疫

　

が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、

　

定
期
予
防
接
種
の
対
象
と
な
り
ま

　

せ
ん
。

▼
実
施
で
き
る
医
療
機
関
等　

　

市
内
の
内
科
・
小
児
科
な
ど
の
医

療
機
関
の
ほ
か
、
鳥
取
県
西
部
地
域

の
医
療
機
関
で
も
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
償
還
払
い
に
つ
い
て

　

対
象
者
で
、
自
費
で
平
成
31
年
４

月
１
日
以
降
に
抗
体
検
査
・
予
防
接

種
を
受
け
た
人
は
、
償
還
払
い
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

　

転
入
し
た
人
な
ど
、
対
象
者
で

ク
ー
ポ
ン
券
が
届
か
な
い
場
合
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

☎
47
‐
１
０
４
２

市
民
温
水
プ
ー
ル
再
開

　

昨
年
12
月
１
日
よ
り
、
改
修
工
事

の
た
め
利
用
停
止
し
て
い
ま
し
た
市

民
温
水
プ
ー
ル
は
、
工
事
完
了
に
伴

い
、
４
月
１
日
（
木
）
よ
り
利
用
を

再
開
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
２

住
民
票
の
異
動
の

届
出
を
忘
れ
ず
に
！

　

入
学
・
就
職
・
転
勤
等
で
住
所
を

異
動
す
る
時
は
、
住
所
の
異
動
の
届

け
（
住
民
異
動
）
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
は
、
国
民
健
康
保
険
お
よ
び

国
民
年
金
の
資
格
の
確
認
や
、
選
挙

人
名
簿
へ
の
登
録
な
ど
に
つ
な
が
る

大
切
な
手
続
き
で
す
。

　

ま
た
、
身
分
証
明
書
と
な
る
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
の
「
住
所
」
は
、

最
新
の
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

※
転　

出

　

転
出
前
に
転
出
届
を
行
い
、「
転

出
証
明
書
」
を
受
け
取
り
ま
す
。

※
転　

入

　

転
入
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に

「
転
出
証
明
書
」
を
添
え
て
転
入
届

を
行
い
ま
す
。

※
転
居
（
市
内
の
異
動
）

　

転
居
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
転

居
届
を
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

市
民
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
３

引
っ
越
し
前
に
は
水
道
局

に
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

引
っ
越
し
す
る
３
〜
４
日
前
ま
で

に
、
電
話
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
の
際
に
は
、
領
収
書
や
水
道
使

用
水
量
・
料
金
等
の
お
知
ら
せ
に
記

載
さ
れ
て
い
る
お
客
さ
ま
番
号
を
お

知
ら
せ
い
た
だ
く
と
、
お
待
た
せ
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

米
子
市
水
道
局　

境
港
営
業
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
42
‐
３
０
８
０

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
自
身
の

年
金
情
報
（
年
金
記
録
・
年
金
見
込

額
な
ど
）
を
手
軽
に
確
認
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
に
登
録
し
て
い
な

く
て
も
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

■h
ttp

s://w
w
w
.n
e
n
k
in
.g
o
.jp
/

n
_n
e
t/

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
34
‐
６
１
１
１

　

（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス　

５
番
）

有　

料　

広　

告

Web
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informationinformation

農
業
委
員
会
情
報

【
農
地
の
転
用
に
つ
い
て
】

　

農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
す
る

こ
と
を
「
農
地
転
用
」
と
い
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
畑
や
田
を
整
地
し
て
住

宅
な
ど
を
建
築
し
た
り
、
駐
車
場
に

す
る
こ
と
、
ま
た
作
業
小
屋
等
の
農

業
用
施
設
の
建
築
等
が
該
当
し
ま
す
。

　

農
地
転
用
を
す
る
場
合
、
農
地
法

に
基
づ
く
許
可
が
必
要
で
す
。（
市

街
化
区
域
の
場
合
は
届
出
）

　

ま
た
、
過
去
に
住
宅
な
ど
を
建
築

し
、
地
目
が
畑
等
の
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
場
合
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

法
務
局
で
の
地
目
変
更
の
手
続
き
を

忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

許
可
申
請
、
届
出
は
、
農
業
委
員

会
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

頂
く
か
、
農
業
委
員
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局（
農
政
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
３

県
総
合
情
報
誌
『
と
っ
と
り

Ｎ
Ｏ
Ｗ
』
１
２
９
号
発
売
中

▼
掲
載
内
容
概
要

豊
臣
秀
吉
に
攻
め
ら
れ
落
城
し
な

が
ら
も
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
威
容

を
誇
っ
た
鳥
取
城
と
〝
海
に
浮
か
ぶ

天
空
の
城
〞
と
称
さ
れ
る
米
子
城
。

　

巻
頭
特
集
で
は
、
そ
こ
に
息
づ
く

物
語
を
紹
介
し
ま
す
。

　

一
方
、
特
集
で
は
、
一
度
は
廃
れ

か
け
た
湯
梨
浜
町
松
崎
地
区
の
「
三
八

市
」
を
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
復
活

さ
せ
た
〝
鬼
嫁
〞
た
ち
の
活
躍
ぶ
り

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
し
た
。

▼
取
り
扱
い
場
所

　

県
内
書
店
、
県
庁
広
報
課
内
ほ
か

▼
定
価
（
税
込
）　

３
１
５
円

▼
発　

行　

年
４
回

　
　
　
　
　

（
３
・
６
・
９
・
12
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
広
報
連
絡
協
議
会

　
　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
０
８
６

　
　

■
０
８
５
７
‐
29
‐
６
６
２
１

■h
ttp

s://w
w
w
.ko

u
h
o
u
re
n
.jp
/

入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
入

札
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

管
理
課　

管
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
６

「空き家利活用シンポジウム」を開催します

▼と　き　３月１３日（土）午後１時３０分～４時３０分 ▼ところ　境夢みなとターミナル

【講演会】

▼テーマ　「空き家問題の処方箋」～まちの未来を変える空き家活用～

▼講　師　野澤　千絵　さん（明治大学　政治経済学部　教授）

【パネルディスカッション】

▼テーマ　「地域で空き家を活かすには」

▼コーディネーター　灘　英樹（境港市　建設部長）

▼パネリスト　野澤　千絵　さん

　　　　　　　結城　豊弘　さん（境港市観光協会　会長）

　　　　　　　板持　照明　さん（特定非営利活動法人なんぶ里山デザイン機構　事務局長）

　　　　　　　澤田　廉路　さん（とっとり空き家利活用推進協議会　企画委員会　委員長）

※参加無料、事前申し込みは不要です。

※当日のオンライン配信も予定しています。■https://youtu.be/E0nGTgPdkJc

▼問い合わせ先　都市整備課　都市政策係　☎４７－１０６５
～連絡先の記入、体温測定、消毒、マスクの着用等、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止にご協力ください～

種別 建築 管

工事名
（業務名）

市営住宅誠道団地
建替第１期工事（建築）

市営住宅誠道団地
建替第１期工事（機械）

入札日 1月 26日 1月 26日

予定価格 53,229千円 11,649千円

落札額 52,140千円 11,473千円

落札率 98.0％ 98.5％

落札者 ㈱リンクス
㈱三徳興産
境港営業所

Web

FAX

Web

野澤千絵さん

市報さかいみなと　14



催催 

しし

informationinformation

有　

料　

広　

告

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
夢
み
な
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
】

▼
と　

き

　

３
月
６
日
（
土
）・
７
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
と
こ
ろ　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
料　

金　

入
場
無
料

【
ざ
ん
ね
ん
な
い
き
も
の
事
典
】

▼
と　

き

　

３
月
20
日（
土
）〜
５
月
９
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
入
場
終
了
は
、
午
後
４
時
30
分

※
４
月
５
日
（
月
）
〜
23
日
（
金
）
は
、

　

土
日
の
み
開
催

▼
料
金
（
当
日
券
）

◇
こ
ど
も
（
３
歳
以
上
）
８
０
０
円

◇
一
般
（
高
校
生
以
上
）
９
０
０
円

※
前
売
券
は
、
各
２
０
０
円
引
き

※
開
催
期
間
中
の
土
日
祝
日
は
、
夢

　

み
な
と
工
房
（
午
前
10
時
〜
午
後

　

４
時
）
も
同
時
開
催
！

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
３
８
０
０

市
民
運
動
会
の
中
止

　

例
年
５
月
に
開
催
し
て
い
る
市
民

運
動
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
に
よ
り
、

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
自
治
連
合
会
事
務
局
（
自

治
防
災
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
３

会
計
年
度
任
用
職
員

　

４
月
採
用
の
市
会
計
年
度
任
用
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
窓
口
で
配
布

の
実
施
要
項
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
職
種
・
人
数

【
パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務
】

◇
保
育
士　
　
　
　
　
　

１
人
程
度

◇
保
健
師　
　
　
　
　
　

１
人
程
度

◇
水
木
し
げ
る
記
念
館
案
内
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
人
程
度

◇
図
書
館
司
書　
　
　
　

１
人
程
度

【
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
】

◇
保
育
士　
　
　
　
　
　

１
人
程
度

▼
年
齢
・
資
格
要
件
等

　

各
職
種
の
実
施
要
項
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
採
用
予
定
日　

４
月
１
日
（
木
）

▼
応
募
期
限　

３
月
19
日
（
金
）

▼
試
験
日　

３
月
25
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

職
員
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
０
９

社
会
福
祉
協
議
会
職
員

　

境
港
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員

を
募
集
し
ま
す
。
地
域
福
祉
に
熱
意

の
あ
る
人
の
応
募
を
、
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
募
集
職
種
・
人
数

◇
事
務
局
職
員　
　
　
　
　
　

１
人

▼
受
験
資
格

◇
年
齢
要
件

　

平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

◇
資
格
要
件

　

社
会
福
祉
士
、
社
会
福
祉
主
事
任

用
資
格
な
ど

◇
そ
の
他
要
件

　

普
通
自
動
車
免
許
な
ど

▼
採
用
予
定
日

　

５
月
１
日
（
土
）
以
降

▼
申
込
期
限

　

３
月
31
日
（
水
）（
必
着
）

▼
試
験
日

◇
第
１
次
試
験　

４
月
４
日
（
日
）

※
面
接
試
験
に
つ
い
て
は
、
第
１
次

　

試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す

▼
提
出
書
類

◇
受
験
申
込
書
・
履
歴
書
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

総
務
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
45
‐
６
１
１
６

海
上
保
安
官

【
海
上
保
安
官
採
用
試
験
】

▼
と　

き

◇
１
次
試
験　

６
月
６
日
（
日
）

▼
受
験
資
格

　

大
学
卒
業
（
見
込
み
を
含
む
）
〜

30
歳
未
満

▼
申
込
期
間

　

３
月
26
日（
金
）〜
４
月
７
日（
水
）

【
海
上
保
安
学
校
学
生
（
特
別
）（
10

月
入
学
）】

▼
と　

き

◇
１
次
試
験　

５
月
16
日
（
日
）

▼
受
験
資
格

　

高
校
卒
業
し
た
翌
日
か
ら
13
年
を

経
過
し
て
い
な
い
者

▼
申
込
期
間

　

３
月
26
日（
金
）〜
４
月
２
日（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
海
上
保
安
本
部　

管
理
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
42
‐
２
５
３
２

■
海
上
保
安
官　

採
用
情
報

h
ttp

s://w
w
w
.k
a
ih
o
.m
lit.g

o

.jp
/0
8
k
a
n
k
u
/re

c
ru
it.h

tm
l

募募 

集集
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出
張
え
ん
ト
リ
ー

　

え
ん
ト
リ
ー
は
、
鳥
取
県
が
開
設

し
た
、
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男
女

の
会
員
制
お
見
合
い
シ
ス
テ
ム
で

す
。

　

会
員
登
録
後
、
お
相
手
の
写
真
付

き
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
閲
覧
し
、
気
に

な
る
人
へ
お
見
合
い
の
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
え
ん
ト
リ
ー
が
境
港
市

に
出
張
し
ま
す
。
ご
家
族
か
ら
の
相

談
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
完
全
予
約
制
で
す
。
会
員
登
録
に

　

必
要
な
書
類
等
の
詳
細
は
、
ご
予

　

約
時
に
説
明
し
ま
す
。

▼
と　

き　

３
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
45
分

（
最
終
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）

※
１
人
当
た
り
最
大
45
分
間

▼
登
録
料　

１
万
円
（
２
年
間
）

▼
内　

容

①
会
員
新
規
・
更
新
登
録

②
相
談
・
登
録
・
利
用
方
法
等
説
明

③
お
相
手
閲
覧
（
既
会
員
の
み
）

▼
と
こ
ろ

　

境
港
商
工
会
議
所　

第
２
会
議
室

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

え
ん
ト
リ
ー
米
子
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
30
‐
３
４
４
３

■y
-e
n
try

@
d
u
n
e
.o
c
n
.n
e
.jp

※
平　

日　

午
前
10
時
〜
午
後
８
時

　

土
日
祝　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

定
休
日　

月
・
金
曜
日

ふ
る
さ
と
納
税
「
お
礼
の
品
」

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
寄
附
い
た
だ
い

た
人
に
は
、
寄
附
額
に
応
じ
て
地
元

の
特
産
品
等
の
「
お
礼
の
品
（
返
礼

品
）」
を
選
ん
で
い
た
だ
き
、
進
呈

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
お
礼
の
品
」
と
し
て
、
来

年
度
進
呈
す
る
商
品
を
募
集
し
ま

す
。

　

農
水
産
物
・
加
工
品
、
伯
州
綿
製

品
な
ど
境
港
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る

返
礼
品
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載

し
て
前
年
度
寄
附
者
に
ご
案
内
す
る

と
と
も
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上（
境

港
市
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
等
）
に

も
掲
載
し
ま
す
の
で
、
自
社
商
品
を

全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
と
も
な
り
ま

す
。

▼
募
集
商
品

◇
市
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
商
品
で
、
地
場

　

産
品
基
準（
総
務
省
告
示
）に
沿
っ

　

た
も
の

▼
応
募
資
格

◇
「
境
港
市
小
規
模
物
品
及
び
役
務

　

等
契
約
希
望
者
登
録
」
に
登
録
し

　

て
い
る
者

◇
市
内
に
本
店
、
営
業
所
の
い
ず
れ

　

か
が
あ
る
者

▼
応
募
方
法

　

募
集
要
項
を
確
認
の
う
え
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
、
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

　

き
ま
す
。

■h
ttp

s://sa
k
a
im
in
a
to
.ta

x
-fu

ru
sa
to
.jp
/in
d
e
x
.p
h
p
?
v
ie
w
=

4
9
3
5

▼
応
募
期
限

　

３
月
19
日
（
金
）
午
後
５
時

※
期
限
を
過
ぎ
て
も
、
随
時
受
け
付

　

け
て
い
ま
す
が
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　

へ
の
掲
載
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課　

企
画
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
６
７

職
業
訓
練
受
講
生

　

求
職
者
支
援
訓
練
の
受
講
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
訓
練
科

①
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
実
践
科

②
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
科

▼
訓
練
概
要

①
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
を
使
用
し
、
ビ

　

ジ
ネ
ス
文
書
・
帳
票
等
の
作
成
や
、

　

表
計
算
の
活
用
方
法
、
デ
ー
タ
活

　

用
で
き
る
情
報
処
理
能
力
を
習
得
。

②
ア
パ
レ
ル
業
界
等
で
即
戦
力
と
な

　

る
衣
服
関
係
の
知
識
や
縫
製
等
の

　

技
術
の
習
得
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ

　

ジ
ネ
ス
能
力
検
定
３
級
、
フ
ァ
ッ

　

シ
ョ
ン
販
売
能
力
検
定
３
級
、
洋

　

裁
技
術
検
定
初
級
）

▼
定　

員　

①
15
人

　
　
　
　
　

②
８
人

▼
訓
練
期
間

①
３
月
26
日（
金
）〜
６
月
25
日（
金
）

②
３
月
30
日（
火
）〜
８
月
４
日（
水
）

▼
募
集
期
限

①
３
月
17
日
（
水
）
正
午

②
３
月
19
日
（
金
）
正
午

▼
応
募
資
格

　

就
職
を
希
望
す
る
人

▼
受
講
料　

無
料

※
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
等
の
実
費

　

は
自
己
負
担
。

▼
訓
練
場
所

①
ス
ペ
ッ
ク
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

（
米
子
市
灘
町
・
無
料
駐
車
場
あ
り
）

②
米
子
文
化
服
装
専
門
学
校

（
米
子
市
錦
町
・
無
料
駐
車
場
あ
り
）

▼
参　

考

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防

止
対
策
を
し
て
い
ま
す
。

　

雇
用
保
険
受
給
者
以
外
は
、
一
定

の
条
件
を
満
た
せ
ば
職
業
訓
練
受
講

給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
受
講
で
き

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子　

　
　
　
　
　
　
　

☎
33
‐
３
９
１
１

informationinformationinformationinformation

有　
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告
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聖
火
リ
レ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

５
月
21
日
（
金
）、
東
京
２
０
２

０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
が
境

港
市
へ
や
っ
て
き
ま
す
。

　

リ
レ
ー
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
、

ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
聖
火
リ
レ
ー
（
境
港
市
区
間
）
の

概
要
】

▼
出
発
予
定
時
刻　

午
前
９
時

　

（
水
木
し
げ
る
記
念
館
前
）

▼
到
着
予
定
時
刻

　

午
前
９
時
21
分
（
市
役
所
前
）

▼
コ
ー
ス

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
〜
市
役
所
前

　

１
・
63
㎞

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
内
容
】

▼
活
動
日
時
（
予
定
）

　

５
月
21
日
（
金
）

　

午
前
７
時
30
分
頃
〜
９
時
40
分
頃

▼
活
動
場
所

　

聖
火
リ
レ
ー
沿
道
お
よ
び
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
な
ど

▼
活
動
内
容　

観
衆
の
整
理
な
ど

▼
対
象
（
条
件
を
全
て
満
た
す
人
）

◇
市
内
に
お
住
ま
い
の
人

◇
実
施
日
当
日
に
活
動
可
能
な
人

◇
事
前
説
明
会
に
出
席
可
能
な
人

◇
日
本
語
で
日
常
会
話
程
度
の
読
み

　

書
き
が
可
能
な
人

▼
定　

員

30
人
程
度

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
前
説
明
会
】

▼
と　

き

①
４
月
30
日
（
金
）

　

午
後
７
時
〜
８
時

②
５
月
１
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
11
時

※
①
か
②
ど
ち
ら
か
に
参
加
し
て
く

　

だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

研
修
室

▼
申
込
期
限　

４
月
９
日
（
金
）

※
参
加
者
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン

　

パ
ー
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
２

因
伯
シ
ル
バ
ー
大
会
出
場
者

　

第
30
回
因
伯
シ
ル
バ
ー
大
会
は
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
通
し
て
、

県
内
の
高
齢
者
同
士
の
交
流
の
輪
を

広
め
、
健
康
と
仲
間
づ
く
り
、
生
き

が
い
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

第
33
回
全
国
健
康
福
祉
祭
ぎ
ふ
大
会

の
派
遣
選
手
選
考
会
と
し
て
開
催
し

ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

　

（
昭
和
37
年
４
月
１
日
以
前
生
ま

れ
の
人
）

▼
と　

き　

５
月
中
旬

※
種
目
に
よ
り
日
程
が
異
な
り
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

県
西
部
を
中
心
と
し
た
各
会
場

▼
競
技
種
目

　

卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

ペ
タ
ン
ク
、
ゴ
ル
フ
、
弓
道
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
囲
碁
、
将
棋
、

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

▼
応
募
方
法

　

参
加
申
込
書
に
記
入
し
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
書
は
、
今
月
中
旬
か
ら

　

長
寿
社
会
課
窓
口
で
配
布
し
ま
す

▼
申
込
期
限　

４
月
16
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
９
‐
０
２
０
１

　

鳥
取
市
伏
野
１
７
２
９
番
地
５

　

県
立
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
内

　

鳥
取
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

☎
０
８
５
７
‐
59
‐
６
３
３
２

　
　

■
０
８
５
７
‐
59
‐
６
３
４
０

■
「
鳥
取
こ
と
ぶ
き
ネ
ッ
ト
」
で
検

索
し
て
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅
の
入
居
者

▼
入
居
資
格
（
共
通
）

◇
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

※
高
齢
者
等
の
物
件
に
つ
い
て
は
、

　

単
身
で
の
入
居
を
認
め
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

◇
連
帯
保
証
人
が
１
人
あ
る
こ
と

※
保
証
会
社
に
よ
る
保
証
で
も
、
入

　

居
を
認
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▼
入
居
資
格
（
高
齢
者
等
）

60
歳
以
上
の
み
の
世
帯
や
母
子
世

帯
、
各
種
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

人
等
、
詳
し
い
入
居
要
件
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間

　

３
月
１
日
（
月
）
〜
８
日
（
月
）

▼
入
居
抽
選
日　

３
月
10
日
（
水
）

▼
入
居
可
能
日　

４
月
1
日
（
木
）

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
、
別
途

　

駐
車
場
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま

　

す
。(

１
区
画
月
額
１
０
０
０
円
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
築
営
繕
課　

公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
９

た
い
い
く
教
室
参
加
者

▼
と　

き　

３
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

※
受
付　

午
前
10
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

幸
神
体
育
館

▼
対　

象　

３
歳
〜
小
学
３
年
生

▼
準
備
品

◇
上
靴

◇
運
動
が
で
き
る
服
装

◇
タ
オ
ル

◇
飲
み
物

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

３
月
24
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

ウ
ル
ト

ラ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

☎
57
‐
５
１
７
０

■u
ltra

-c
s@

se
a
.c
h
u
k
a
i.n
e
.jp

informationinformation

Web

有　

料　

広　

告

Mail

FAX

団地名
外江団地

（外江町3266-5）

種別 高齢者等 一般

建設年度 昭和59年

構造 鉄筋・4階建

募集住戸
4号

（2階）
5号

（3階）

間取り等 3DK6畳 (2)、4.5 畳

家賃
16,100～
31,700円

17　令和３年３月



こ
こ
ろ
の
学
習
会
参
加
者

　

精
神
障
が
い
者
家
族
会
に
よ
る
第

２
回
こ
こ
ろ
の
学
習
会
と
し
て
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

３
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
浜
の
里
）

▼
講　

師

　

平
林
和
宏
さ
ん
（
一
般
社
団
法
人

権
利
擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ほ
う
き
）

▼
テ
ー
マ

　

障
が
い
を
持
つ
人
の
家
族
の
た
め

の
、
親
な
き
後
を
考
え
る

▼
定　

員

20
人

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

☎
47
‐
１
０
４
２

納
税
相
談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

猶
予
制
度
（
分
割
納
付
、
徴
収
猶
予
、

差
押
財
産
の
換
価
の
猶
予
）
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

３
月
31
日
（
水
）

　

４
月
30
日
（
金
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

　

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら

　

か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課　

滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
０

日
曜
労
働
相
談
会

　

解
雇
、
雇
止
め
、
賃
金
未
払
い
、

労
働
時
間
、
有
給
休
暇
、
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
労
働
問
題
全
般
に

関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

労
働
委
員
会
の
委
員
が
応
対
し
、

無
料
・
秘
密
厳
守
で
す
。

▼
と　

き　

３
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　
　

正
午
〜
午
後
３
時

※
完
全
予
約
制

▼
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里

　

（
米
子
市
錦
町
１
丁
目
１
３
９
番

地
３
）

▼
申
込
期
限

　

３
月
10
日
（
水
）
午
後
５
時
15
分

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

労
使
ネ
ッ
ト
と
っ
と
り
（
県
労
働

委
員
会
）

　
　

☎
０
１
２
０
‐
77
‐
６
０
１
０

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

　

「
自
分
に
は
ど
ん
な
職
業
が
向
い

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」「
働
く
た
め

の
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
」
な
ど
、

今
の
思
い
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対　

象

15
〜
49
歳
の
お
仕
事
を
探
し
て
い

る
人
や
そ
の
家
族

▼
と　

き

　

３
月
12
日
（
金
）・
26
日
（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

※
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
ご
参
加
く
だ

　

さ
い
。

▼
と
こ
ろ　

市
役
所　

第
２
会
議
室

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

☎
21
‐
５
６
７
８

■y
o
n
a
g
o
-sa

p
o
@
ro
u
ky
o
u
.g
r.jp

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
火
曜
ナ
イ
タ
ー
お
仕
事
相
談
会
】

　

正
規
雇
用
へ
の
転
換
や
転
職
の
支

援
、
ま
た
60
歳
以
上
限
定
の
「
生
涯

現
役
求
人
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
と　

き

　

３
月
９
日
（
火
）・
23
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

▼
と
こ
ろ

　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
５　

境
港
サ
ロ
ン

※
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
開
催

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
３
３
９
５

※
子
育
て
応
援
お
仕
事
相
談
Ｄ
Ａ
Ｙ

　

に
つ
い
て
は
、
本
紙
20
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

informationinformationinformationinformation
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地域包括支援センターからのお知らせ

【申し込み・問い合わせ先】 長寿社会課　地域包括支援センター　☎４７－１１３１

19　令和３年３月



子育て
ひろば

認定こども園　美哉幼稚園
※新型コロナウイルス感染症対策として、交流会、園庭・

　絵本館の開放を中止しています。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　☎４２－２８３９

　内容についての詳細は、各施設に直接お問い合わせく

ださい。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い合わせ先と

同じです。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、

　掲載しているイベントや行事等が急遽中止や延期とな

　る場合があります。

　詳しくは、記載の問い合わせ先へご確認ください。

聖心幼稚園 にこにこひろば
　未就園児・在園児親子を対象に下記の催しがあります。

【園庭開放】

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

※園舎の開放は、３月は中止しています。

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　☎４２－２０４０

土曜日子育て応援お仕事相談ＤＡＹ
　子育てしながら働きたい人を対象としたお仕事相談

会を開催します。

▼と　き　３月１３日（土）、２７日（土）

　　　　　午前８時３０分～午後５時１５分

　　　　　※毎月第２・４土曜日開催

▼ところ　県立境港ハローワーク

▼問い合わせ先

　県立境港ハローワーク　☎４４－３３９５

きらきら・ひまわり情報
【おたのしみ会】※要事前申し込み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　３月９日（火）、１０日（水）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　合奏、絵本、親子ふれあい遊び、

　　　　　子育てサークルの紹介

▼定　員　各日１２組

▼申込期間　３月３日（水）～８日（月）

【巡回子育てプレイランド】※事前申し込み不要

▼と　き　３月１２日（金）

▼ところ　境公民館

▼内　容　ひまわりのおもちゃを持って出かけます。

　　　　　一緒に遊びましょう。

【おおきくなったね！】※要事前申し込み

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　３月１６日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分　

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　３月生まれの誕生会、親子ふれあい遊び、

　　　　　おはなし会

　　　　　身体計測、手形、足形など

▼定　員    １３組

▼申込期間　３月３日（水）～１２日（金）　

【0歳さんあつまれ～！】※要事前申し込み

▼対　象　満１歳までの親子

▼と　き　３月２２日（月）、２３日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　「親子でわらべうたを楽しみましょう」

　　　　　月齢に応じたグループに分かれての交流

　　　　　離乳食・発達・しつけの相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▼定　員　各日 １２組

▼申込期間　３月３日（水）～１７日（水）

【きらきらタイム】

▼と　き　毎週木曜日　午前１１時～

▼ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

▼と　き　毎週火曜日　午前１０時３０分～

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼申し込み・問い合わせ先

　こども支援センター　「きらきら」☎４５－０１１６

　地域子育て支援センター「ひまわり」☎２１－８１０３
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☆おはなし広場 絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　☎４７－１０９１

☆乳幼児健康診査・相談の日程

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第３金曜日 11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第１金曜日 11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第４金曜日 11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日 11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

  3月24日（水）

　12：30 ～ 13：45 の 間で、
時間差で少人数ずつ行います。
　詳しい時間については、別途
対象者へ郵送でお知らせします。

令和２年８月生まれの乳児

健康推進課  保健係
☎47－ 1042

※母子健康手帳を
　持参してください
　（妊活相談を除く）

会場
　保健相談センター

  4月13日（火） 令和２年９月生まれの乳児

１歳６カ月児
健康診査

  3月10日（水） 令和元年８月生まれの幼児

  4月14日（水） 令和元年９月生まれの幼児

３歳児
健康診査

  3 月  4 日（木） 平成29年 12月生まれの幼児

  4 月  8 日（木） 平成30年１月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談

  4 月  6 日（火）

9：30～ 12：00
　　　　　の間で予約制で実施 妊産婦・乳幼児と保護者

※事前にお申し込みください離乳食講習会
（５～８カ月児）10：00～
（９カ月～１歳６カ月児）10：50～
　　　　　　　の予約制で実施

子育て相談

毎日　8：30～ 17：15
※こども支援センター「きらきら」は、
　土・日曜日・祝祭日を除く
※地域子育て支援センター「ひまわり」は、
　木曜日を除く

乳幼児と保護者

「きらきら」

　☎45－ 0116

「ひまわり」

　☎21－ 8103

すまいる　育成保育園
【OPEN　DAY】※事前申し込み不要

▼対　象　未就園児親子・保護者のみ

▼と　き　３月２３日（火）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

※時間内で都合の良い時間にお越しください。

▼内　容　開放日、園内見学

※来園の際は、新型コロナウイルス感染症対策として、

　たくさんのお願いをしています。

　詳しくは、お問い合わせください。

▼問い合わせ先

　育成保育園　☎４４－１９５８

　公式ＬＩＮＥ ＩＤ ＠３６２ｙｇｐｒａ

お子さんの誕生月 参　考

１回目 令和２年１０～１２月 出生月の３～５カ月後

２回目 令和２年７～９月 出生月の６～８カ月後

３回目 令和２年４～６月 出生月の９～１１カ月後

おむつ利用券のご案内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月毎におむつ利

用券（１回の申請につき３０００円分）を交付してい

ます。今月の対象者は下記のとおりです。

※お子さんの誕生月が令和２年４、７、１０月の人は、

　３月３１日（水）が申請期限ですので、ご注意くだ

　さい。また、令和２年８月生まれのお子さんの場合

　は、６カ月児健康診査の時にも、申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課　育児支援係　☎４７－１０７７
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今月の新規図書
【一般書】
◇裏切り　　　　　　　　　　　（藤井邦夫）

◇海の牙10　　　　　　　　 （和久田正明）

◇スマホ脳　　　　（アンデシュ・ハンセン）

◇ロッキード　　　　　　　　　　（真山仁）

◇子どもを守る仕事　　　　　　　（佐藤優）

◇髪トレ　　　　　　　　　　　（余慶尚美）

◇好きに食べたい　　　　　　（服部みれい）

【児童書】

◇ピンポンパンポンプー　　　（劇団ひとり）

◇約束のネバーランド1.2.3.4（白井カイウ）

◇ジャレットと魔法のコイン（あんびるやすこ）

◇おさるのジョージ　（マーガレット・レイ）

◇妖怪の子預かります6.8.9.10（廣嶋玲子）

◇炎炎ノ消防隊4　　　　　　　（大久保篤）

◇オニタロウ　　　　　　　（こさかまさみ）

　　　　　　　　　　　　　　計３５１冊

☆貸出冊数・期間　　　１人５冊・２週間

市民図書館　☎４７－１０９９

◆開館時間　午前９時３０分～午後６時３０分

　　　　　【土・日・祝日は午後６時閉館】

◆休館日　　毎月第２木曜日・毎月末

◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/

新刊続々　～絶賛貸し出し中～

図 書 館 に 行 こ う ！図 書 館 に 行 こ う ！
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　図書館関連 催し物

　保健相談センター講堂で、４月１７日（土）に、①

１０時～１０時３０分、②１０時４０分～１１時１０分、

③１１時２０分～１１時５０分、④１２時～１２時３０

分に分けて、時間入替制の古本リサイクル市を行います。

図書館への事前の申し込みが必要です。（１回につき先着

３０人、一人１回限り）　　

　本を５冊まで選べますが、持ち帰る袋は各自でご用意

下さい。当日はマスクの着用をお願いします。なお、感

染状況によっては中止する場合もあります。

市民交流センターの建設に向けて⑪
　大雪の時には、関係者のみなさんは、雪かきに追われ、

大変だったようです。工事現場は、天候に左右されるこ

とが多く大変ですが、よろしくお願いします。

　２月でホール部分の１階コンクリートが終わり、今月

から２階の鉄筋・型枠工事を進めていきます。

　図書館部分は、先月に引き続き基礎のコンクリートが

少し東側に広がることになります。

本のリサイクル市のお知らせ

ごみの収集・受け入れごみの収集・受け入れ

▼問い合わせ先
　　清掃センター　☎４２－３８０３

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの受け入れ≫ 
　３月２１日（午前９時～正午）

※ 搬入施設については、ごみ分別カレンダーの

　「自己搬入について」の欄をご参照ください。

◎日曜日　粗大ごみの有料収集 
　３月２１日（午前９時～１１時）

※希望される場合は、事前に清掃センターにご予約
　ください。

市報広告を募集中！
　「市報さかいみなと」に広告掲載をし
て、宣伝してみませんか？

◇発行部数　12,400 部

◇広告掲載場所　各ページの一番下

　　　　　　　　（表紙・裏表紙を除く）

◇広告の規格・掲載料（月額）

　・１号広告（5㎝ × 18㎝）15,000 円

　・２号広告（5㎝ × 12㎝）10,000 円

　・３号広告（5㎝ × 6㎝）　 5,000 円△

問い合わせ先

　地域振興課広報情報係　☎ 47-1010

※市報広告以外にも、ホームページバ

ナー広告やはまるーぷバス広告なども

あります。詳細についてはお問い合わ

せください。

と　き 催事名 ところ 時　間 入場料・参加費
3月 20日（土）

4月　３日（土）
古典講座「みんなで楽しく『万葉集』を読もう」 上道公民館 14:00～ 15:00 無　料

毎月第４土曜日
かみしばいと英語の読み聞かせ

市民図書館
14:30～ 15:00

無　料
大人のための英語多読教室 15:30～ 16:30
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－境港市の人口－
　　男　：16,228人（－ 24）

　　　女　：17,336人（－ 15）
　　合　計：33,624人（－ 39）
　　世帯数：15,392世帯（－15）

　※令和３年１月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人　権　相　談
　３月１１日（木）
　４月　８日（木）

13：00 ～ 16：00
老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行　政　相　談 　３月１２日（金） 13：30 ～ 15：30

老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取行政監視
　　行政相談センター
☎０８５７－２４－５５４１

法　律　相　談
（司法書士による）

　３月１０日（水） 13：30 ～ 15：00
老人福祉センター（浜の里）
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法　律　相　談
（弁護士による）

　３月　５日（金）
　３月１９日（金）
　４月　２日（金）

13：30 ～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付  8：30 ～ 17：00

法　律　相　談
（相続・遺言、
不動産、多重
債務問題など）

無料面談相談は中止しています。
詳しくはホームページをご覧ください。
　■ http://www.tottori-shihoshoshi.jp/
　　 html/consultation.html

（問）鳥取県司法書士会
☎０８５７－２４－７０２４

多重債務・法律
相  談  会

　３月１８日（木） 13：30 ～ 15：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

相続・遺言相談 　３月　９日（火） 10：30 ～ 12：30
老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４

家庭児童相談 月～金曜日  8：30 ～ 17：15
子育て支援課育児支援係
　☎４７－１０７７

青少年相談 月～金曜日  8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－５０１０

こころの相談
カウンセリング

　３月１５日（月） 13：00 ～ 15：00
健康推進課保健係
　☎４７－１０４３
※予約制

Ｄ　Ｖ　相　談

◇心と女性の相談担当　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8：30 ～ 17：15 ※緊急の場合にも対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
受付時間：夜間（毎日 17：15 ～ 8：30）、土日祝（8：30 ～ 17：15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月曜日 8：30 ～ 19：00、 火～金曜日 8：30 ～ 17：15、
  第２土曜日 9：30 ～ 16：00）

予約受付専用電話（来訪相談のご予約）
　☎０５７０－０５－４８９０　（月～金曜日 8：30 ～ 17：15）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

Web

と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

3月 10日（水）
　　12:00

～ 17日（水）
　　16:00

写真部フルーツサンド作品展
海とくらし
の史料館
企画展示室

9：30～
17：00

（最終入館16：30）

海とくらしの史料館    
☎ 44－ 2000

写真展のみ無料

3月 11日（木）
シンフォニー　アナログ・レコード鑑賞会                                  
①吉田拓郎「伽草子」　②イーグルス「
ホテル・カリフォルニア」

文化ホール
14：00～
15：45

境港市文化振興財団    
☎ 44－ 1000

無　料

文化 施 設 催し 物 スケ ジュール文化 施 設 催し 物 スケ ジュール

　新型コロナウイルスの感染症の拡大防止の観点から、一部施設に休館や利用制限を実施する場合があります。

　また施設は開館していても、開催を予定していたイベント等が急遽中止や延期となる場合があります。

　参加される際には、事前にご確認ください。

海とくらしの史料館ホームページアドレス
　http://umikura.com/

境港市文化振興財団ホームページアドレス
　http://sakaiminato-bunka.jp/

23　令和３年３月
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

今月のげんきちゃん
みんな 元気いっぱい すくすく育ってね☆

☆ネットで応募☆
できるように
なりました

梶谷　陽
ひなと

翔 ちゃん

（令和２年１０月３０日生）（湊町）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

お兄ちゃんとお姉ちゃんと元気に

すくすく育ってね♪

須藤　渉
　わたる

ちゃん

（令和２年７月２７日生）（渡町）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

毎日たくさんの笑顔をありがとう。

これからもいっぱい遊ぼうね。

田島　凪
なぎと

人 ちゃん

（令和２年９月６日生）（外江町）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

優しい思いやりのある子に育って

ね (̂ )̂

　昨年の境漁港の水揚げ量は９万８千トン余りで、全国第

５位でした。２月中旬頃からマイワシが獲れ始め、３月に

は千トン以上の水揚げで市役所に掲げる大漁旗が８回も掲

揚されました。１日２千トンを超える日も２回あり、市場

は終日マイワシの水揚げで賑わいました。

　昨年はマイワシだけで４万トン余りと、全体の水揚げ量

の半分近く、マイワシが獲れたことになります。

　かつて、マイワシが爆発的に獲れた時期がありました。

　昭和５０年代は年間１０万トン台、昭和６０年から平成

６年までは３０万から５０万トン台と水揚げされ、平成４

年から平成８年までは境漁港が水揚げ量全国１位でした。

　その時代に、いろいろと考えられたイワシ料理、今回は

その中からの逸品料理をご紹介いたします。

水産商工課☎ 47－ 1055  FAX 44－ 7957

48お さ か な レ シ ピお さ か な レ シ ピ

□作り方
①　すり鉢にイワシのすり身と酒、卵、砂糖、しょう
　が汁を加えてすり、さらに塩を加えてよくする。
②　昆布は２～３分ぐらい水につけ、よくふいておく。
③　昆布に①のすり身をのばして巻く。
④　湯気の上がった蒸し器に③を入れ、１５分くらい
　強火で蒸す。
⑤　適当な大きさに切り、好みでわさび、しょうがじ
　ょうゆを添える。
※一晩冷蔵庫で寝かすとより美味しくなります。

□材料（５人前）
◇イワシのすり身

　　　　　　３００ｇ

◇酒　　　　小さじ1

◇卵　　　　　　１個

◇砂糖　　　　　少々

◇塩　　　　小さじ１

◇しょうが汁

　　　　　　小さじ１

◇昆布

　　　４０～５０ｃｍ

イワシの昆布巻き


